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境に合わせた患者・家族指導の実施」において、20 ～ 24 歳の看護






























アの継続」「地域の医療者との連携」のそれぞれ 5 項目中 2 項目、「在




































【結果】1. 筆記試験は、平均 86.7 点で知識は習得できた。レポートは、
訪問看護ステーション平均 85.3 点・包括支援センター平均 83.3 点・
退院調整係 81.3 点で、論理構成・考察力が 78 点と低かった。事例
は、アセスメントから看護計画立案に時間を要した。2. 意識調査の
結果、「患者家族からの情報収集」「地域の医療者との連携」「在宅
での療養環境に合わせた患者・家族指導の実施」は出来ており、「患
者家族の今後の療養に関する意向の確認」「ケアの継続性について」
で一部「あまりしていない」が 2 名いた。研修の効果として在宅の
視点での退院支援の実践に結びついている事がわかる。今後は、指
導的役割が担えるよう支援を継続する。
